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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

 
平成20年度
第１四半期連結
累計(会計)期間

平成19年度

 

(自平成20年
４月１日

至平成20年
６月30日)

(自平成19年
４月１日

至平成20年
３月31日)

経常収益 百万円 28,115 112,408

経常利益 百万円 4,510 15,549

四半期純利益 百万円 3,121 ―

当期純利益 百万円 ― 9,322

純資産額 百万円 232,481 231,843

総資産額 百万円 4,173,3434,115,845

１株当たり純資産額 円 586.83 585.76

１株当たり四半期純利益
金額

円 8.43 ―

１株当たり当期純利益
金額

円 ― 25.15

潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益
金額

円 ― ―

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益
金額

円 ― ―

自己資本比率 ％ 5.20 5.26

営業活動による
キャッシュ・フロー

百万円 74,719 △84,725

投資活動による
キャッシュ・フロー

百万円 △73,649 46,813

財務活動による
キャッシュ・フロー

百万円 △1,523 △4,565

現金及び現金同等物
の四半期末(期末)残高

百万円 70,401 70,855

従業員数 人 2,737 2,638

(注) １　当行及び連結子会社の消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

２　１株当たり情報の算定上の基礎は、「第５　経理の状況」中、「１　四半期連結財務諸表」の「１株当たり情

報」に記載しております。

　　なお、潜在株式調整後1株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載して
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おりません。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当行グループ（当行及び当行の関係会社）が営む事業の内容

については、重要な変更はありません。また、主要な関係会社についても、異動はありません。

 

 

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

 

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における従業員数

平成20年６月30日現在

従業員数(人)
2,737
[1,220]

(注) １ 従業員数は、連結子会社以外への出向者を除く就業人員であり、嘱託及び臨時従業員1,416人を含んでお

りません。

　　２ 臨時従業員数は、［　］内に当第1四半期連結会計期間の平均人員を外書きで記載しております。

 

 

(2) 当行の従業員数

平成20年６月30日現在

従業員数(人)
2,240
[810]

(注) １ 従業員数は、出向者を除く就業人員であり、嘱託及び臨時従業員965人を含んでおりません。

　　　なお、取締役を兼任しない執行役員5名を含んでおります。

　　２ 臨時従業員数は、［　］内に当第1四半期会計期間の平均人員を外書きで記載しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

「生産、受注及び販売の状況」は、銀行業における業務の特殊性のため、該当する情報がないので記

載しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。

 

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

 

(1) 業績の状況

当第1四半期の国内経済は、サブプライムローンに端を発した金融市場の混乱に加え、円高や原油

・原材料価格の高騰等の影響を受け、景気の減速リスクが高まる展開となりました。

当行グループの主要な営業基盤である新潟県内の景気においても、一部で生産水準減少の傾向が

みられるほか、設備投資においても慎重な動きがみられ、全体的に原材料・原油価格の高騰などに

より、企業の景況感は慎重化の傾向がみられる展開となりました。

こうしたなか、当行では計画最終年度を迎えた中期経営計画「Daishi Advanced Plan（だいしア

ドバンスプラン）」（平成18年度から平成20年度）に基づき、お客さまの満足向上に努めるととも

に、業績の伸展と経営体質の改善・強化に取り組んでまいりました。

このような環境のもと、当行グループのコア業務である銀行業において、貸出金の増強、預り資産

ならびに投資銀行業務の強化に鋭意努めてまいりました結果、当第1四半期連結会計期間末の主要

勘定につきましては、以下のとおりとなりました。

預金につきましては、期中1億円増加し3兆7,409億円となりました。

貸出金につきましては、期中442億円減少し2兆2,909億円となりました。

有価証券につきましては、期中736億円増加し1兆4,655億円となりました。

 

損益状況につきましては、経常収益は281億15百万円、経常費用は236億5百万円となりました。経

常利益は45億10百万円となりました。また、四半期純利益は31億21百万円となりました。

 

事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。

①銀行業

第四銀行の収益面につきましては、経常収益は219億46百万円、経常利益は39億47百万円となり

ました。
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②リース業

リース業の収益面につきましては、経常収益は50億56百万円、経常利益は2億15百万円となりま

した。

 

　　③証券業

証券業の収益につきましては、経常収益は7億70百万円、経常利益は2億7百万円となりました。

 

④その他

銀行業、リース業、証券業以外のその他の事業の収益につきましては、経常収益は14億76百万円、

経常利益は1億27百万円となりました。

 

国内・国際業務部門別収支

当第1四半期連結会計期間における国内・国際業務部門別収支は以下のとおりであります。

 

種類 期別
国内業務部門 国際業務部門 相殺消去額(△) 合計

金額(百万円) 金額(百万円)金額(百万円)金額(百万円)

資金運用収支

前第１四半期連結会計期
間

― ― ― ―

当第１四半期連結会計期
間

13,832 444 23 14,253

　うち資金運用収益

前第１四半期連結会計期
間

― ― ― ―

当第１四半期連結会計期
間

16,628 1,669 164
138

17,995

　うち資金調達費用

前第１四半期連結会計期
間

― ― ― ―

当第１四半期連結会計期
間

2,796 1,224 140
138
3,741

役務取引等収支

前第１四半期連結会計期
間

― ― ― ―

当第１四半期連結会計期
間

3,808 25 558 3,275

　うち役務取引等
　収益

前第１四半期連結会計期
間

― ― ― ―

当第１四半期連結会計期
間

4,909 39 822 4,127

　うち役務取引等
　費用

前第１四半期連結会計期
間

― ― ― ―

当第１四半期連結会計期
間

1,101 14 263 852

その他業務収支

前第１四半期連結会計期
間

― ― ― ―

当第１四半期連結会計期
間

△660 198 ― △461

　うちその他業務
　収益

前第１四半期連結会計期
間

― ― ― ―

当第１四半期連結会計期
間

268 313 ― 582

　うちその他業務
　費用

前第１四半期連結会計期
間

― ― ― ―

当第１四半期連結会計期
間

928 114 ― 1,043

(注)　１　「国内業務部門」は、当行の円建取引及び連結子会社であります。「国際業務部門」は、当行の外貨建取

引であります。ただし、円建対非居住者取引、特別国際金融取引勘定分等は国際業務部門に含めており

ます。
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２　「相殺消去額」は、連結修正仕訳の金額を利用しております。

３　資金運用収益及び資金調達費用の合計欄の上段の計数は、国内業務部門と国際業務部門の間の資金貸借

の利息であります。
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国内・国際業務部門別役務取引の状況

当第1四半期連結会計期間における国内・国際業務部門別役務取引の状況は以下のとおりであ

ります。

 

種類 期別
国内業務部門 国際業務部門 相殺消去額(△) 合計

金額(百万円)金額(百万円)金額(百万円)金額(百万円)

役務取引等収益

前第１四半期連結会計期
間

― ― ― ―

当第１四半期連結会計期
間

4,909 39 822 4,127

　うち預金・貸出
　業務

前第１四半期連結会計期
間

― ― ― ―

当第１四半期連結会計期
間

1,080 ― ― 1,080

　うち為替業務

前第１四半期連結会計期
間

― ― ― ―

当第１四半期連結会計期
間

1,384 35 25 1,395

　うち証券関連業務

前第１四半期連結会計期
間

― ― ― ―

当第１四半期連結会計期
間

912 ― 3 908

　うち代理業務

前第１四半期連結会計期
間

― ― ― ―

当第１四半期連結会計期
間

73 ― ― 73

うち保護預り・
貸金庫業務

前第１四半期連結会計期
間

― ― ― ―

当第１四半期連結会計期
間

77 ― ― 77

　うち保証業務

前第１四半期連結会計期
間

― ― ― ―

当第１四半期連結会計期
間

354 3 234 123

　うち請負業務

前第１四半期連結会計期
間

― ― ― ―

当第１四半期連結会計期
間

553 ― 445 107

役務取引等費用

前第１四半期連結会計期
間

― ― ― ―

当第１四半期連結会計期
間

1,101 14 263 852

　うち為替業務

前第１四半期連結会計期
間

― ― ― ―

当第１四半期連結会計期
間

269 14 25 258

(注)　１　「国内業務部門」は、当行の円建取引及び連結子会社であります。「国際業務部門」は、当行の外貨建取

引であります。ただし、円建対非居住者取引、特別国際金融取引勘定分等は国際業務部門に含めており

ます。

２　「相殺消去額」は、連結修正仕訳の金額を使用しております。
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国内・国際業務部門別預金残高の状況

○　預金の種類別残高(末残)

 

種類 期別
国内業務部門 国際業務部門 相殺消去額(△) 合計

金額(百万円) 金額(百万円)金額(百万円) 金額(百万円)

預金合計

前第１四半期連結会計期
間

― ― ― ―

当第１四半期連結会計期
間

3,690,63554,496 4,208 3,740,923

　うち流動性預金

前第１四半期連結会計期
間

― ― ― ―

当第１四半期連結会計期
間

1,971,917― 4,071 1,967,846

　うち定期性預金

前第１四半期連結会計期
間

― ― ― ―

当第１四半期連結会計期
間

1,646,678― 137 1,646,541

　うちその他

前第１四半期連結会計期
間

― ― ― ―

当第１四半期連結会計期
間

72,039 54,496 ― 126,535

譲渡性預金

前第１四半期連結会計期
間

― ― ― ―

当第１四半期連結会計期
間

45,901 ― 2,440 43,461

総合計

前第１四半期連結会計期
間

― ― ― ―

当第１四半期連結会計期
間

3,736,53654,496 6,648 3,784,384

(注) １　「国内業務部門」は、当行の円建取引及び連結子会社であります。「国際業務部門」は、当行の外貨建取

引であります。ただし、円建対非居住者取引、特別国際金融取引勘定分等は国際業務部門に含めておりま

す。

２　流動性預金＝当座預金＋普通預金＋貯蓄預金＋通知預金

３　定期性預金＝定期預金＋定期積金

４　「相殺消去額」は、連結修正仕訳の金額を使用しております。
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国内・海外別貸出金残高の状況

○　業種別貸出状況(残高・構成比)

 

業種別

平成20年６月30日

貸出金残高(百万円) 構成比(％)

国内
(除く特別国際金融取引勘定分)

2,290,991100.00

　製造業 327,776 14.31

　農業 5,263 0.23

　林業 84 0.00

　漁業 1,212 0.05

　鉱業 3,933 0.17

　建設業 135,747 5.93

　電気・ガス・熱供給・水道業 43,059 1.88

　情報通信業 13,831 0.61

　運輸業 74,828 3.27

　卸売・小売業 328,394 14.34

　金融・保険業 123,044 5.37

　不動産業 146,647 6.40

　各種サービス業 287,107 12.53

　地方公共団体 263,674 11.51

　その他 506,387 22.10

海外及び特別国際金融取引勘定分 ― ―

合計 2,290,991―

(注)  １　「国内」とは、当行及び連結子会社であります。

２　「海外」とは、海外店及び海外連結子会社でありますが、当行は平成20年６月30日現在、海外店及び海外

連結子会社を保有しておりません。

３　　業種別の内訳には、中央政府(財務省特別会計)向け貸出金(平成20年６月30日現在30,000百万円)が含

まれておりません。
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(2) キャッシュ・フローの状況

キャッシュ・フローの状況につきましては、以下のとおりとなりました。

営業活動によるキャッシュ・フローは、貸出金の減少や譲渡性預金の増加を主因として、747億円

の流入となりました。投資活動によるキャッシュ・フローは、有価証券の取得による支出を主因に、

736億円の流出となりました。財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払額を主因に15億

円の流出となりました。

この結果、現金及び現金同等物は期中4億円減少して、当第1四半期連結会計期間末残高は704億円

となりました。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題、研究開発活動

当第1四半期連結会計期間において、当行グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要

な変更及び新たに生じた課題はありません。また、研究開発活動に関しては該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 【主要な設備の状況】

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　　

 

(2) 【設備の新設、除却等の計画】

当第1四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除去等につい

て、重要な変更はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 576,999,367

計 576,999,367

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年８月８日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 370,079,472同左
東京証券取引所
（市場第一部）

―

計 370,079,472同左 ― ―

 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。

 

(3) 【ライツプランの内容】

　　該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成20年6月30日 ― 370,079 ― 32,776 ― 18,635

 

(5) 【大株主の状況】

　　　大量保有報告書の写しの送付がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(6) 【議決権の状況】

　　当第1四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することが　

　できませんので、直前の基準日である平成20年3月31日現在で記載しております。

① 【発行済株式】

平成20年3月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

普通株式
220,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

365,820,000
365,786 ―

単元未満株式
普通株式
4,039,472

― 1単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 370,079,472 ― ―

総株主の議決権 ― 365,786 ―

(注)１　上記の「完全議決権株式(その他)」の欄には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が34千株含まれて

お

　　　　ります。なお、当該株式に係る議決権34個は、議決権の数には含まれておりません。

　　 ２　 上記の「単元未満株式」の欄には、当行所有の自己株式57株の他、新潟証券株式会社の相互保有株式　

　　　　　412株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成20年3月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社第四銀行

新潟市中央区東堀前通七
番町1071番地1

220,000 ― 220,000 0.05

計 ― 220,000 ― 220,000 0.05

　(注)　株主名簿上は新潟証券株式会社名義となっていますが、実質的に所有していない株式が111,000株(議決権

　　　 111個)あります。なお、当該株式は上記「発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」に含まれておりま

　　　 す。

 

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

 

月別
平成20年
４月

 
５月

 
６月

最高(円) 447 467 483

最低(円) 383 426 445
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(注)　最高・最低株価は東京証券取引所市場第1部におけるものであります。

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　当行の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平

成19年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しておりますが、

資産及び負債の分類並びに収益及び費用の分類は、「銀行法施行規則」(昭和57年大蔵省令第10号)に

準拠しております。

 

２　当第１四半期連結累計期間(自平成20年４月１日　至平成20年６月30日)は、四半期連結財務諸表の作

成初年度であるため、前第１四半期連結累計期間との対比は行っておりません。

 

３　当第１四半期連結累計期間(自平成20年４月１日　至平成20年６月30日)の四半期連結財務諸表は金

融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、あずさ監査法人の四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年6月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年3月31日)

資産の部

現金預け金 115,170 72,242

コールローン及び買入手形 56,786 75,946

買入金銭債権 82,380 93,645

商品有価証券 ※2
 22,549

※2
 4,736

有価証券 ※2, ※4
 1,465,577

※2, ※4
 1,391,965

貸出金 ※1, ※2
 2,290,991

※1, ※2
 2,335,286

外国為替 2,809 3,431

その他資産 ※2
 53,279

※2
 52,521

有形固定資産 ※3
 83,438

※3
 84,364

無形固定資産 4,546 4,856

繰延税金資産 8,681 8,904

支払承諾見返 ※4
 13,448

※4
 14,400

貸倒引当金 △24,278 △24,414

投資損失引当金 △2,040 △2,040

資産の部合計 4,173,343 4,115,845

負債の部

預金 3,740,923 3,740,809

譲渡性預金 43,461 7,557

コールマネー及び売渡手形 2,016 2,847

売現先勘定 15,974 －

債券貸借取引受入担保金 30,610 23,438

借用金 ※2
 29,596

※2
 30,175

外国為替 346 336

その他負債 41,552 41,504

役員賞与引当金 － 73

退職給付引当金 12,759 12,610

役員退職慰労引当金 488 530

睡眠預金払戻損失引当金 311 335

その他の偶発損失引当金 344 285

特別法上の引当金 24 57

繰延税金負債 139 152

再評価に係る繰延税金負債 8,623 8,623

負ののれん 238 260

支払承諾 ※4
 13,448

※4
 14,400

負債の部合計 3,940,861 3,884,001
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年6月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年3月31日)

純資産の部

資本金 32,776 32,776

資本剰余金 18,652 18,652

利益剰余金 136,402 134,760

自己株式 △123 △110

株主資本合計 187,707 186,078

その他有価証券評価差額金 22,474 23,832

繰延ヘッジ損益 70 △37

土地再評価差額金 6,776 6,776

評価・換算差額等合計 29,321 30,572

少数株主持分 15,452 15,192

純資産の部合計 232,481 231,843

負債及び純資産の部合計 4,173,343 4,115,845
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(2)【四半期連結損益計算書】
（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年4月1日
 至 平成20年6月30日)

経常収益 28,115

資金運用収益 17,995

（うち貸出金利息） 11,521

（うち有価証券利息配当金） 5,629

役務取引等収益 4,127

その他業務収益 582

その他経常収益 5,410

経常費用 23,605

資金調達費用 3,741

（うち預金利息） 2,610

役務取引等費用 852

その他業務費用 1,043

営業経費 12,458

その他経常費用 ※1
 5,508

経常利益 4,510

特別利益 394

償却債権取立益 361

その他の特別利益 33

特別損失 47

固定資産処分損 46

その他の特別損失 0

税金等調整前四半期純利益 4,857

法人税、住民税及び事業税 350

法人税等調整額 1,111

少数株主利益 274

四半期純利益 3,121
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年4月1日
 至 平成20年6月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 4,857

減価償却費 3,756

減損損失 0

負ののれん償却額 △21

貸倒引当金の増減（△） △136

その他の偶発損失引当金の増減額（△は減少） 59

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △73

退職給付引当金の増減額（△は減少） 148

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △42

睡眠預金払戻損失引当金の増減額（△は減少） △23

資金運用収益 △17,995

資金調達費用 3,741

有価証券関係損益（△） 1,019

為替差損益（△は益） 0

固定資産処分損益（△は益） 43

商品有価証券の純増（△）減 △17,813

貸出金の純増（△）減 44,294

預金の純増減（△） 114

譲渡性預金の純増減（△） 35,903

借用金（劣後特約付借入金を除く）の純増減
（△）

△578

預け金（日銀預け金を除く）の純増（△）減 △43,381

コールローン等の純増（△）減 30,250

コールマネー等の純増減（△） 15,143

債券貸借取引受入担保金の純増減（△） 7,172

外国為替（資産）の純増（△）減 621

外国為替（負債）の純増減（△） 9

資金運用による収入 16,843

資金調達による支出 △2,718

法人税等の支払額 △3,402

その他 △3,074

営業活動によるキャッシュ・フロー 74,719
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（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年4月1日
 至 平成20年6月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △145,198

有価証券の売却による収入 19,047

有価証券の償還による収入 55,066

有形固定資産の取得による支出 △2,555

無形固定資産の取得による支出 △163

有形固定資産の売却による収入 150

無形固定資産の売却による収入 2

投資活動によるキャッシュ・フロー △73,649

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △1,479

少数株主への配当金の支払額 △30

自己株式の取得による支出 △15

自己株式の売却による収入 2

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,523

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △453

現金及び現金同等物の期首残高 70,855

現金及び現金同等物の四半期末残高 70,401
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

該当事項はありません。

 

　【簡便な会計処理】

 

 
当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

１　減価償却費の算定方法 定率法を採用している有形固定資産について

は、年度に係る減価償却費の額を期間按分する方

法により算定しております。

２　貸倒引当金の計上方法 「破綻先」、「実質破綻先」に係る債権等及び

「破綻懸念先」で個別の予想損失額を引き当てて

いる債権等以外の債権に対する貸倒引当金につき

ましては、平成20年３月期の予想損失率を適用し

て計上しております。

３　税金費用の計算 法人税等につきましては、年度決算と同様の方

法により計算しておりますが、納付税額の算出に

係る加減算項目及び税額控除項目は、重要性の高

い項目に限定して適用しております。

４　繰延税金資産の回収可能性の判断 繰延税金資産の回収可能性の判断につきまして

は、一時差異の発生状況について前連結会計年度

末から大幅な変動がないと認められるため、同年

度末の検討において使用した将来の業績予測及び

タックス・プランニングの結果を適用しておりま

す。

５　連結会社相互間の債権債務及び取引

の相殺消去

連結会社相互間の債権債務につきましては、合

理的な範囲内で、当該債権の額と債務の額の差異

の調整を行わずに相殺消去しております。

連結会社相互間の取引につきましては、取引金

額の差異を合理的な方法により相殺消去しており

ます。

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

 

【追加情報】

当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

（特別法上の引当金）

特別法上の引当金は、従来、証券業を営む国内連結子

会社において証券先物取引等に関して生じた事故によ

る損失の補填に充てるため、証券取引責任準備金とし

て計上しておりましたが、金融商品取引法の施行に伴

い、平成20年4月1日以後開始する連結会計年度より、金

融商品取引責任準備金として計上するとともに、繰入

額に係る計算方法が変更となっております。この影響

により、税金等調整前四半期純利益は5百万円増加して

おります。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

 

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※１　貸出金のうち、リスク管理債権は以下のとおりで

あります。

破綻先債権額

4,054百万円

 

延滞債権額

69,511百万円

 

３ヵ月以上延滞債権額

402百万円

 

貸出条件緩和債権額

10,803百万円

 

なお、上記債権額は、貸倒引当金控除前の金額で

あります。

※１　貸出金のうち、リスク管理債権は以下のとおりで

あります。

破綻先債権額

3,937百万円

 

延滞債権額

69,966百万円

 

３ヵ月以上延滞債権額

558百万円

 

貸出条件緩和債権額

10,887百万円

 

なお、上記債権額は、貸倒引当金控除前の金額で

あります。

※２　担保に供している資産

企業集団の事業の運営において重要なものであ

ることから記載しております。

商品有価証券
15,979百万円

有価証券
29,338百万円

上記のほか、為替決済、短期金融取引等の取引の担保あ
るいは先物取引証拠金等の代用として、商品有価証券
285百万円のほか、有価証券333,650百万円並びに貸出
金30,000百万円を差し入れております。また、借用金
3,810百万円に対して、未経過リース期間に係るリース
契約債権3,812百万円を差し入れております。

 なお、その他資産のうち保証金は426百万円であります。

 

※２　担保に供している資産

 

 

有価証券              
22,582百万円

上記のほか、為替決済、短期金融取引等の取引の担保あ
るいは先物取引証拠金等の代用として、商品有価証券
436百万円のほか、有価証券361,234百万円並びに貸出
金30,000百万円を差し入れております。また、借用金
4,000百万円に対して、未経過リース期間に係るリース
契約債権4,005百万円を差し入れております。

なお、その他資産のうち保証金は426百万円でありま

す。

※３　有形固定資産の減価償却累計額

　　109,991百万円

※３　有形固定資産の減価償却累計額

　　109,631百万円

※４　有価証券中の社債のうち、有価証券の私募（金融

商品取引法第2条第3項）による社債に対する保証

債務の額は41,160百万円であります。

※４　有価証券中の社債のうち、有価証券の私募（金融

商品取引法第2条第3項）による社債に対する保証

債務の額は41,687百万円であります。
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(四半期連結損益計算書関係)

 

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

※１　その他経常費用には、貸出金償却248百万円、貸倒引

当金繰入額433百万円を含んでおります。

 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

 

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

(単位：百万円)

平成20年６月30日現在

   現金預け金勘定                      115,170
 

   預け金(日銀預け金を除く)           △44,768
　
   現金及び現金同等物                   70,401
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(株主資本等関係)

１　発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項
(単位：千
株)

 当第１四半期連結会計期間末株式数

発行済株式  

　普通株式 370,079

合計 370,079

自己株式  

　普通株式 249

合計 249

 

２　新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

該当事項はありません。

 

３　配当に関する事項
 

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たりの
金額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月25日
定時株主総会

普通株式 1,479 4 平成20年３月31日平成20年６月26日利益剰余金

 

基準日が当第１四半期連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

 

(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

 

 
銀行業
(百万円)

リース業
(百万円)

証券業
(百万円)

その他
(百万円)

計
(百万円)

消去又は
全社
(百万円)

連結
(百万円)

経常収益        

　(1) 外部顧客に対する
　　　経常収益

21,7394,868 770 737 28,115 ― 28,115

　(2) セグメント間の内
部
　　　経常収益

206 187 0 738 1,133(1,133) ―

計 21,9465,056 770 1,47629,249(1,133)28,115

　　経常利益 3,947 215 207 127 4,499 11 4,510

(注) １　記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
２　一般企業の売上高及び営業利益に代えて、それぞれ経常収益及び経常利益を記載しております。
３　各事業の主な内容は次のとおりであります。
　　(1) 銀行業…銀行業
　　(2) リース業…リース業
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　　(3) 証券業…証券業
　　(4) その他…信用保証業務及びクレジットカード業務等

 

【所在地別セグメント情報】

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び海外支店がないため、該当事項はありません。

 

【国際業務経常収益】

国際業務経常収益が連結経常収益の10%未満のため、国際業務経常収益の記載を省略しておりま

す。

 

(有価証券関係)

当第１四半期連結会計期間末

※１　企業集団の事業の運営において重要なものであることから記載しております。

※２　四半期連結貸借対照表の「有価証券」のほか、「商品有価証券」及び「買入金銭債権」中の信

託受益権、並びに「その他資産」中の一部を含めて記載しております。

 

１　満期保有目的の債券で時価のあるもの(平成20年６月30日現在)

 

 
四半期連結貸借対照表
計上額(百万円)

時価(百万円) 差額(百万円)

国債 6,460 6,480 20

地方債 26,636 26,872 236

合計 33,096 33,353 256

(注)　時価は、当第１四半期連結会計期間末日における市場価格等に基づいております。

 

２　その他有価証券で時価のあるもの(平成20年６月30日現在)

 

 取得原価(百万円)
四半期連結貸借対照表
計上額(百万円)

評価差額(百万円)

株式 71,194 123,390 52,196

債券 1,095,244 1,083,631 △11,613

　国債 572,315 559,908 △12,407

　地方債 195,491 196,193 701

　社債 327,437 327,530 92

その他 248,023 244,837 △3,185

合計 1,414,463 1,451,860 37,397

(注)　四半期連結貸借対照表計上額は、当第１四半期連結会計期間末日における市場価格等に基づく時価により

計上したものであります。
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(金銭の信託関係)

該当事項はありません。

 

 (デリバティブ取引関係)

当第１四半期連結会計期間末

企業集団の事業の運営において重要なものであることから記載しております。

(1) 金利関連取引(平成20年６月30日現在)

 

区分 種類 契約額等(百万円) 時価(百万円) 評価損益(百万円)

店頭
金利スワップ 38,703 △33 △33

金利オプション 31,651 △17 23

 合計 ― △51 △9

(注)　上記取引については時価評価を行い、評価損益を四半期連結損益計算書に計上しております。

なお、「銀行業における金融商品会計基準適用に関する会計上及び監査上の取扱い」(日本公認会計士協

会業種別監査委員会報告第24号)等に基づき、ヘッジ会計を適用しているデリバティブ取引は、上記記載から

除いております。

 

(2) 通貨関連取引(平成20年６月30日現在)

 

区分 種類 契約額等(百万円) 時価(百万円) 評価損益(百万円)

店頭

通貨スワップ 87,583 173 173

為替予約 16,905 △27 △27

通貨オプション 281,384 3 1,754

 合計 ― 148 1,900

(注)　上記取引については時価評価を行い、評価損益を四半期連結損益計算書に計上しております。

なお、「銀行業における外貨建取引等の会計処理に関する会計上及び監査上の取扱い」(日本公認会計士

協会業種別監査委員会報告第25号)等に基づき、ヘッジ会計を適用している通貨スワップ取引等及び外貨建

金銭債権債務等に付されたもので当該外貨建金銭債権債務等の四半期連結貸借対照表表示に反映されてい

るもの、又は当該外貨建金銭債権債務等が連結手続上消去されたものについては、上記記載から除いており

ます。

 

(3) 株式関連取引(平成20年６月30日現在)

該当事項はありません。

 

(4) 債券関連取引(平成20年６月30日現在)

該当事項はありません。

 

(5) 商品関連取引(平成20年６月30日現在)

該当事項はありません。

 

(6) クレジットデリバティブ取引(平成20年６月30日現在)
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該当事項はありません。

 

 (ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

 

 (１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

 

  
当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

１株当たり純資産額 円 586.83 585.76

 

２　１株当たり四半期純利益金額等

 

  
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

１株当たり四半期純利益金
額

円 8.43

潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額

円 ―

(注) 1　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、次のとおりであります。

  
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額  

　四半期純利益 百万円 3,121

　普通株主に帰属しない
　金額

百万円 ―

　普通株式に係る
　四半期純利益

百万円 3,121

　普通株式の期中平均
　株式数

千株 369,849

2　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

(リース取引関係)

所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行ってお

りますが、当四半期連結会計期間におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められ

ないため、記載しておりません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

平成20年８月８日

株式会社第四銀行

取締役会　御中

 

あずさ監査法人

 

指定社員
業務執行社員

 公認会計士　　山　　元　　太　　志　　㊞

 

指定社員
業務執行社員

 公認会計士　　鈴　　木　　敏　　夫　　㊞

 

指定社員
業務執行社員

 公認会計士　　西　　村　　克　　広　　㊞

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている

株式会社第四銀行の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累

計期間(平成20年４月１日から平成20年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連

結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場

から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期

レビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等

に対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国におい

て一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定さ

れた手続により行われた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般

に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社第四銀行及び連結子会社

の平成20年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績

及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点におい

て認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 

 
※　1.　上記は、レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当行(四半期報告書

提出会社)が別途保管しております。

2.　財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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